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（注）１．World Water Resources at the Beginning of 21st Century ; I. A. Shiklomanov and John C. Rodda , 2003を
　　　　　もとに国土交通省水資源部作成
　　　２．南極大陸の地下水は含まれていない。
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図１－１－１ 地球上の水の量

第Ⅲ編 日本の水資源と水需給の現況

第１章 水の循環と水資源の賦存状況

１ 水の循環と水利用

地球上に存在する水の量は，およそ１４億㎦であるといわれている。そのうちの約９７．５％が海

水等であり，淡水は約２．５％である。この淡水の大部分は南・北極地域などの氷や氷河として

存在しており，地下水や河川，湖沼の水などとして存在する淡水の量は，地球上の水の約

０．８％である。さらに，この約０．８％の水のほとんどが地下水として存在し，河川や湖沼などの

水として存在する淡水の量は，地球上に存在する水の量のわずか約０．０１％，約０．００１億㎦にす

ぎない（図１－１－１，参考１－１－１）。

地球上の年降水総量は約５７７千㎦／年，陸上の年降水総量は約１１９千㎦／年であり，そのうち

約７４千㎦／年が蒸発散により失われ，残りの約４５千㎦／年のうち約４３千㎦／年が表流水とし

て，約２千㎦／年が地下水として流出する。

水は，土地とともに国土を構成する重要な要素であるとともに，生命にとって必要不可欠な

ものであるが，人間活動は自然の水循環に対して少なからず影響を及ぼしている。今後，人類

及び生態系が水の恵みを持続的に享受できるように，水資源を適切に利用していくことが重要

である。
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（注）１．FAO（国連食糧農業機関）「AQUASTAT」をもとに国土交通省水資源部作成
　　　２．日本の人口は総務省統計局「国勢調査」（2005年），平均降水量と水資源量は1976～2005年の平均値で，国土交通省水資源部調べ
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図１－２－１ 世界各国の降水量等

２ 降水量

我が国は，世界でも有数の多雨地帯であるモンスーンアジアの東端に位置し，年平均降水量

は１，６９０㎜（昭和５１年から平成１７年の全国約１，３００地点の資料をもとに国土交通省水資源部で算

出）で，世界（陸域）の年平均降水量約８１０㎜（FAO（国連食料農業機関）「AQUASTAT」

をもとに国土交通省水資源部で算出）の約２倍となっている。一方，これに国土面積を乗じ全

人口で除した一人当たり年降水総量でみると，我が国は約５，０００㎥／人・年となり，世界の一

人当たり年降水総量約１６，８００㎥／人・年の３分の１程度となっている（図１－２－１，参考

１－２－１）。

年平均降水量を地域別にみると，北海道で１，１１８㎜，関東臨海で１，５４３㎜のほか，東北，関東

内陸，近畿内陸及び山陽で全国平均を下回っている。一方，南九州で２，４８４㎜，北陸で２，３５０㎜

のほか，東海，近畿臨海，山陰，四国，北九州及び沖縄で全国平均を上回っている（図１－

２－２，参考１－２－２）。

平成１９年のわが国の年降水量は，北日本の太平洋側と沖縄・奄美では平年並みだった。北日

本の日本海側，東日本，および西日本で少なかった。近畿地方から九州北部にかけては平年の

８０％未満となったところが多く，四国の一部では，平年の６０％未満となった。北見枝幸（北海

道），深浦（青森県），徳島では年降水量の最小値を更新した。また，全国的に降雪量はかなり

少なく，冬の降雪量は，北陸で平年の９％になるなど，北日本，東日本，西日本日本海側の降

雪量は地域平均統計のある昭和３６／３７年冬以降で最も少なかった。

全国５１地点における平成１９年の年降水量の平均は１，４０３㎜である（参考１－２－３）。その経

年変化をみると，昭和４０年頃から少雨の年が多くなっており，昭和４８年，５３年，５９年，平成６

年，８年及び平成１７年は年降水量が年平均降水量を大きく下回っている。特に最近２０～３０年間

は，少雨の年と多雨の年の年降水量の開きが次第に大きくなってきている（図１－２－３）。
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（注）１．人口は総務省統計局「国勢調査」（2005年）
　　　２．平均降水量は1976～2005年の平均で，国土交通省水資源部調べ
　　　３．渇水年とは1976～2005年において降水量が少ない方から数えて３番目の年
　　　４．水資源賦存量は，降水量から蒸発散によって失われる水量を引いたものに面積を乗じた値で，平均水資源賦存量は
　　　　　1976～2005年の平均値で，国土交通省水資源部調べ 
　　　５．地域区分については，用語の解説を参照
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図１－２－２ 地域別降水量及び水資源賦存量
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（注）１．気象庁資料をもとに国土交通省水資源部作成
　　　２．全国51地点の算術平均値（地点名は，参考１－２－３を参照）
　　　３．トレンドは回帰直線による。
　　　４．各年の観測地点数は，欠測等により必ずしも51地点ではない。
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※降水量（トレンド）は，１９００年～２００７年のデータに基づく回帰計算による計算値

図１－２－３ 日本の年降水量の経年変化
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（注）１．生活用水，工業用水で使用された水は2005年の値で，国土交通省水資源部調べ
　　　２．農業用水における河川水は2005年の値で，国土交通省水資源部調べ。地下水は農林水産省
　　　　　「第４回農業用地下水利用実態調査」（1995年10月～1996年９月調査）による。
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図１－３－１ 日本の水資源賦存量と使用量

３ 水資源賦存量

我が国の昭和５１年から平成１７年までの３０年間の水資源賦存量（水資源として，理論上人間が

最大限利用可能な量であって，降水量から蒸発散量を引いたものに当該地域の面積を乗じて求

めた値。）の平均（以下，「平均水資源賦存量」という。）は，約４，１００億㎥である（図１－３－

１，参考１－２－２，参考１－２－４）。また，上記期間における１０年に１度程度の割合で発

生する少雨時の水資源賦存量を地域別に合計した値（以下，「渇水年水資源賦存量」という。）

は約２，７００億㎥であり，平均水資源賦存量の約６７％となっている。

平均水資源賦存量に対する渇水年水資源賦存量の割合は，日本全体の値である約６７％に比べ

て近畿，山陽，四国や北九州では小さく，北海道，東北，北陸，山陰では大きくなっている。

一人当たり水資源賦存量をみると，平均水資源賦存量，渇水年水資源賦存量ともに，関東臨

海，近畿臨海，北九州及び沖縄では日本全体の値に比べ小さく，北海道，東北，北陸，山陰及

び南九州では大きくなっている（図１－２－２，参考１－２－２）。

一人当たり水資源賦存量を海外と比較すると，世界平均である約８，６００㎥／人・年に対して，

我が国は約３，２００㎥／人・年と２分の１以下である（図１－２－１，参考１－２－１）。さらに，

我が国は地形が急峻で河川の流路延長が短く，降雨は梅雨期や台風期に集中するため，水資源

賦存量のうちかなりの部分が洪水となり，水資源として利用されないまま海に流出する。
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（注）1956年から2005年までの資料に基づき，国土交通省水資源部で算出
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図１－４－１ 水資源賦存量の変化

４ 利水安全度への影響

昭和３１年から平成１７年までの５０年間の降水量の実測値によると，渇水年水資源賦存量は過去

に比べ減少している（図１－４－１）。例えば，昭和３１年～昭和５０年の２０年間のデータをもと

に算出した水資源賦存量と，昭和６１年～平成１７年の２０年間のデータをもとに算出した水資源賦

存量を比較すると，昭和５０年時点では１０年に１度程度の割合で発生する少雨の状況（２０年間中

２番目に水資源賦存量が小さい年）が，平成１７年時点では４年に１度程度の割合で発生する少

雨の状況（２０年間中５番目に水資源賦存量が小さい年）に相当している。

このように，近年は少雨の年と多雨の年の年降水量の開きが大きくなり，渇水年水資源賦存

量が減少する傾向にある。さらに，これまで整備されてきた水資源開発施設の大半が昭和３１

年～昭和５０年頃の水文データをもとに計画されていることを考え合わせれば，利水安全度が低

下してきていることが分かる。




